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またこうした深層心理にもとづく夢解釈を得意とする分析心理学がある。 C. G. Jung の弟子である






















第 I 章 ホトケになる:禅僧の宗教経験「悟り」の獲得とその継承
第 1 節 はじめに-問題の所在
第 2 節宗教経験と神秘主義










第 E 章 ホトケに頼る:禅宗寺院における現世利益




第 3 節 「両祖」の祈祷とその後
1 道元の祈祷
2 紹瑳の祈祷
第 4 節 「神人教化J と「国譲り」
第 5 節祈祷寺院で祈られるカミガミ































Marie-Louise von Franz, Traum und Tod: Was uns die Tr舫me Sterbender sagen から
1. はじめに
2. Marie-Louise von Franz について
3. Traum und Tod: 肝Tas uns die Tr舫me Sterbender sagen について
4. 死を前にした夢
5. I私」はどこまで「個人」か? I元型」論
6. 死にかかわる夢のイメージ
7. 錬金術と死
8. 死の不安と終末期欝
9. 臨終:安らかに死ねるか
10. 終りに
文献
終章総括と課題
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論文審査結果の要旨
本論文は、使用される場面に応じて異なった意味で使われるホトケと言う用語に注目し、禅僧が「悟
り」を得ることにより至るホトケ、庶民の現世利益の対象として「祈祷」が献げられるホトケ、そして
死にゆく人々が「ヴィジョン」として見るホトケ、といった三種のホトケを手がかりにその救済の構造
を探ろうとする宗教心理学的研究である。この論文の内容は、序章、第 I 章~第E章、終章の五部構成
をとる。
序章「宗教における救済と宗教心理学」では、本論文の目指すところが「ホトケの救済」の解明にあ
る点が述べられ、その基本的視座が開陳される。続く第 I 章「ホトケになる:禅僧の宗教経験「悟り」
の獲得とその継承J においては、禅宗の「悟り」に注目し、釈迦の「悟り」を継承する者と位置づけら
れる祖師たちの宗教経験を検討する。釈迦の原体験とも言うべき「悟り」は各祖師たちの「個人的宗教
経験」に通底する本質的なものとして継承され、その宗教経験においては神秘体験が極力排除されてい
ることが明らかにされる。次の第 E章「ホトケに頼る:禅宗寺院における現世利益」では、禅宗寺院で
ある豊川稲荷などの祈祷寺院において行われている現世利益に焦点を当て、そのような施設が禅宗寺院
にある存在理由を、自力救済の禅宗教義との整合性の中から探る。その中でとりわけ、紹瑳の祈祷には、
道元の祈祷に見られた中国から将来しているカミガミのみならず、日本のカミガミも取り入れられ、ホ
トケー僧侶-庶民ーカミガミの四者関係の中で自力救済と他力救済の矛盾が解消され、祈祷の構造が作
られていることが示される。第E章の「ホトケを見る:終末期に見るホトケのヴィジョンの意味するも
の」では、終末期の人々に見えるとされる既に亡くなった人のヴィジョンが取り上げられ、『往生要集』
における聖衆来迎の分析と論者自身のフィールドワークから得られた資料に見える「お迎え」を分析す
る。このうち後者で扱われる現代人の死者ヴィジョンは、在宅ホスビスに関わる筆者ならではの素材が
用いられており、大変に貴重で、ある。終章「総括と課題」では、これまでの内容がまとめられ、今後の
研究課題が示される。
宗教心理学の中でもとりわけ、臨床宗教心理学を志向する筆者にとって、ホトケの語に着目した視角
は斬新で、通説にはとらわれない観点から日本人の信仰構造を明らかにした点は高く評価できる。論述
の仕方にはさらなる工夫の余地が残されるが、この論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大なるも
のであることは間違いがない。よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資
格を有するものと判断される。
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